
付
し
、
賃
貸
借
契
約
か
売
買
契
約

の
締
結
日
か
ら
起
算
し
て
６
カ
月

以
内
に
提
出
す
る
（
や
む
を
得
な

い
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

□
そ
の
他
　
１
物
件
に
つ
き
補
助

は
１
回
で
す
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と

活
力
推
進
室
（
内
線
３
２
８
）

　
公
益
財
団
法
人
住
友
財
団
で

は
、
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の

維
持
・
修
復
事
業
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。
人
類
共
通
の
財
産
の
文

化
財
（
国
内
に
所
在
す
る
も
の
）

を
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

□
助
成
対
象
　
住
友
財
団
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.su

m
itom

o.or.jp/

）
で
確
認
く

だ
さ
い
。

□
申
請
方
法
　
❶
申
請
書
❷
推
薦

書
❸
事
業
の
対
象
と
な
る
美
術
工

芸
品
の
現
況
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
と

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
納
め
た
Ｃ
Ｄ
―

に
必
要
な
資
料
を
添
付
し
て
郵
送

す
る

※
申
請
書
は
、
住
友
財
団
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈪
必
着

　　
第
１５
回
県
獅
子
芝
居
公
演
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
公
演
は
、
県
内

に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
「
獅
子

芝
居
」
を
披
露
し
、
そ
の
魅
力
を

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
市
内
か
ら
は
３
団
体
が
出
演

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
２２
日
㈰
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
出
演
団
体
・
演
目
　
❶
岩
村
町

獅
子
舞
保
存
会
（
岩
村
町
）「
お

か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
」
❷
横
道
獅
子

舞
保
存
会
（
上
矢
作
町
）「
関せ

き

取と
り

千せ
ん

両り
ょ
う

幟の
ぼ
り

　
稲
川
内
の
段
」
❸
津
島

神
社
金き

ん

蔵ぞ
う

獅
子
保
存
会（
下
呂
市
）

「
高
い
山
」「
曲
」「
一
つ
あ
げ
」「
ま

む
し
と
り
」
❹
加
子
母
獅
子
芝
居

保
存
会
（
中
津
川
市
）「
朝
顔
日

記
　
川
之
場
」
❺
白
山
比ひ

咩め

神
社

獅
子
舞
保
存
会
（
山
岡
町
）「
忠

臣
蔵
七
段
目
　
一い

ち

力り
き

茶ぢ
ゃ

屋や

の
場
」

❻
津
島
神
社
金
蔵
獅
子
保
存
会

（
下
呂
市
）「
か
け
あ
げ
」「
金
蔵

獅
子
」
❼
岩
村
町
獅
子
舞
保
存
会

（
岩
村
町
）「
葛く

ず

の
葉
姫
の
子
別
れ
」

　
定
住
促
進
を
目
的
に
、
市
の
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
（
居
住
す
る
に
は
改
修
が
必
要

な
物
件
）
を
住
居
と
し
て
有
効
活

用
す
る
た
め
に
改
修
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
外
の
方
が
移
住
す

る
場
合
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
市
内
に
在
住
す
る
方

も
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

□
補
助
対
象
の
要
件
　
次
の
全
て

を
満
た
す
こ
と
。
❶
工
事
費
は

１０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
❷
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
空
き
家
で
、
購
入
か
賃
貸
契
約

が
成
立
し
て
お
り
、
一
戸
建
て
住

宅
で
あ
る
こ
と
❸
工
事
の
施
工
業

者
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
か
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ
と

❹
補
助
を
受
け
て
か
ら
５
年
間
は

住
居
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

□
補
助
対
象
者
　
物
件
の
所
有
者

□
補
助
の
額
　
補
助
対
象
改
修
費

の
２
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
補
助
金
の
交
付
日
か
ら
５
年
以

内
に
改
修
し
た
住
宅
を
取
り
壊
し

や
売
却
、
退
去
し
た
場
合
は
、
補

助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

□
申
請
方
法
　
交
付
申
請
は
改
修

な
ど
の
着
工
前
に
必
要
書
類
を
添

□
料
金
　
無
料

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限

は
、
１２
月
４
日
㈮
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い

な
い
方
は
必
要
書
類
を
添
え
て
早

急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は

９
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
っ
て
い

ま
す
。
申
請
書
を
紛
失
し
た
方
に

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等
支

給
業
務
推
進
本
部
（
社
会
福
祉
課

内
）（
内
線
２
２
８
）

　
１１
月
１１
日
㈬
か
ら
１７
日
㈫
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
は
、

「
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
小

学
５
・
６
年
生
に
よ
る
習
字
の
展

示
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
バ
ロ
ー

恵
那
店
で
は
、
習
字
展
示
の
他
、

表
彰
式
や
税
理
士
に
よ
る
無
料
税

務
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

気
軽
に
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
５
）

　内閣府では、１１月を「子ども・若者育成支援
強調月間～いのち輝く みんなの未来～」と定め、
子どもや若者の育成支援をする諸活動を集中的に
実施し、国民の理解と参加を促すことで、運動の
一層の充実と定着を図ることとしています。市内
でも１１月１５日㈰に、４カ所で高校生も参加して
街頭啓発活動を実施する予定です。また１１月２９
日㈰には「県青少年健全育成県民大会」が海津市
文化センターで開催されます。
　近年、子どもや若者をめぐる状況が大きく変化
する中で問題も多様化・困難化し、地域社会全体
で子どもや若者の育成を支援する活動の重要性が
一層増しています。大人自身が変わり、家庭や地
域から子どもや若者たちの未来を考える取り組み
を行いましょう。
　　生涯学習課（内線３４２）

地域で子どもや若者を支援 ● ●「もしかして」　あなたが救う　小さな手～１１月は児童虐待防止推進月間～

　近年、保護者から虐待を受ける子
どもが増えていて、特に子どもの命
が奪われるなど重大な事件も後を絶
たない状況です。
　虐待は、子どもの心や虐待をして
しまった人にも深い傷を残します。
　子どもを持つ親だけでなく、社会
全体で考え、一人一人が協力するこ

とが求められています。
【虐待とは】

　児童虐待は、殴る・蹴るなどの身
体的虐待、傷つける言葉を繰り返
す・拒否的な態度を取るなどの心理
的虐待、食事を与えない・自動車の
中に放置するなどのネグレクト（ 養
育放棄）、子どもへの性交や性的な
行為を見せるなどの性的虐待があり
ます。これらは、子どもの命を脅か
し、心を深く傷つける行為です。
【児童虐待としつけ】

　虐待が起きる原因に、親自身が虐
待していることに気付かないことが
あります。例えば、虐待と思われる
ような行為を、親がしつけと認識し
ていることが挙げられます。確かに
虐待としつけを区別することは難し
く、線引きできないのも事実です。

　しかし、子どもが耐え難い苦痛を
感じたり、成長に悪影響を与えたり
する行為であれば、それは虐待です。
たとえ、しつけのつもりでも、子ど
もの体を傷付けたり、きつく叱り続
けたりして、子どもの成長や発達を
損なう恐れがあれば、虐待に当たり
ます。

【心配な子どもがいたら】

　虐待を受けている子どもは、必ず
何らかのサインを出しています。身
近に心配な子どもがいたら、まずは
家庭児童相談室（こども子育て支援
室）に連絡してください。
　子どもの安全を第一とし、連絡し
た人の秘密も守られます。虐待でな
い場合も、責任は問われません。
　　こども子育て支援室（社会福祉
課内）（内線１９１）

　
　
　
　
〒
１
０
５
―
０
０
１
２

東
京
都
港
区
芝
大
門
１
―
１２
―
１６

住
友
芝
大
門
ビ
ル
２
号
館
　
公
益

財
団
法
人
住
友
財
団
志
０
３
―

５
４
７
３
―
０
１
６
１

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
来

館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
２１
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　マイナンバー制度の個人番号をお知らせ
する「個人番号通知カード」の各世帯への
送付時期は、１１月中旬からとなる見込み
です。各世帯へは郵便局から簡易書留で配
達されます。大切に保管ください。
　　市民課（内線１４７）

個人番号通知カードの
送付は１１月中旬から

申
・
問

案
内

市
内
の
方
も
空
き
家
改
修

補
助
の
対
象
に

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

期
限
は
１２
月
４
日
㈮

県
獅
子
芝
居
公
演

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
と
小

学
生
の
習
字
を
展
示

申
・
問

問
文
化
財
の
維
持
・
修
復
事

業
に
助
成

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

▶
虐
待
の
相
談
は
「
１
８
９
」
番
で
、

児
童
相
談
所
に
つ
な
が
る

行事 とき ところ
税に関するパネルと
小学５・６年生の

習字展示

１１月１０日㈫～１７日㈫
午前８時半～午後５時１５分

市役所
本庁舎ロビー

小学５・６年生の
習字展示

１１月２８日㈯～１２月３日㈭
営業時間中

バロー恵那店税の作品表彰式
１１月２９日㈰

午前１０時～１１時
税理士による
無料税務相談

１１月２９日㈰
午前１１時～午後３時

▲地域特有の獅子芝居を披露

◀
通
知
カ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ

▲大井宿の町屋で抹茶をいただく

問

問

申
・

問
問

問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
11 102015.11.1 広報えな



　
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
市

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
と
人
数
　
▽
土
木
技
術
職

（
大
学
卒
・
３０
歳
ま
で
）
＝
１
人

▽
一
般
事
務
職
（
身
体
障
が
い
者

枠
）（
高
校
卒
以
上
・
３０
歳
ま
で
）

＝
１
人
　
▽
保
健
師（
４０
歳
ま
で
）

＝
１
人

※
年
齢
は
平
成
２７
年
４
月
２
日
現

在□
一
次
試
験
　
▽
と
き
＝
１２
月
６

日
㈰
　
▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所
会
議

棟□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
に
備

え
付
け
の
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
」
に
❶
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
❷

顔
写
真
２
枚
❸
返
信
用
封
筒
―
を

添
え
て
、
郵
送
か
持
参
し
て
申
し

込
む
（
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
申
請
書
類
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w
.city.en

a.lg.jp

）か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
１１
月
２５
日
㈬
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
４
５
８
）

　
市
で
は
、
市
行
財
政
改
革
審
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ

は
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
で
合
理
的
な
行
財
政
改
革
の

実
現
に
役
立
て
る
た
め
の
審
議
会

で
す
。

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
行
財
政

運
営
に
関
心
や
意
見
を
持
つ
１８
歳

以
上
の
方

□
定
員
　
若
干
名

□
内
容
　
行
財
政
の
執
行
に
検
討

を
加
え
、
行
財
政
運
営
の
改
善
に

関
す
る
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る

□
会
議
の
回
数
　
４
回
程
度

□
報
酬
　
３
０
０
０
円
／
回

□
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

□
申
し
込
み
方
法
　
任
意
の
様
式

に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢
❹
職
業

❺
電
話
番
号
❻
応
募
理
由
―
を
明

記
し
、
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈪
必
着

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課（
内
線
４
５

５
）、
死soum

u@
city.ena.l

g.jp

　
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
「
ぷ

ら
っ
と
」
が
大
井
町
の
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
障
が
い
児
者
や
引
き
こ
も

り
の
方
た
ち
が
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、

居
場
所
や
活
動
の
場
の
提
供
を
通

し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　
社
会
生
活
が
う
ま
く
い
か
ず
外

出
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
方
な
ど

は
、
こ
の
場
所
で
仲
間
づ
く
り
や

自
信
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
づ
く

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
利
用
時
間
　
平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
業
）

□
と
こ
ろ
　
市
地
域
生
活
支
援
拠

点
「
ぷ
ら
っ
と
」（
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
）

□
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い

者
、
精
神
的
に
不
調
の
方
、
引
き

こ
も
り
の
方
な
ど
、
地
域
生
活
支

援
が
必
要
な
方

□
事
業
内
容
　
❶
気
軽
に
集
え
る

場
所
の
提
供
❷
活
動
機
会
の
提
供

❸
相
談
と
支
援

□
料
金
　
無
料
（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
掛
か
る
費
用
は
実

費
）

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
１
）

　
市
国
民
健
康
保
険
山
岡
診
療
所

（
医
科
）
で
は
、
祝
日
を
除
く
毎

週
火
曜
日
の
診
療
時
間
を
延
長
し

て
い
ま
す
。
延
長
時
間
は
、
午
後

５
時
か
ら
７
時
ま
で
で
す
の
で
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
国
保
山
岡
診
療
所
志
５
６
―

２
６
５
５

　
市
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
を
地
域
の
発
展
に
お
い
て

千
載
一
遇
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。
１０
年
先
の
リ
ニ
ア
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
、
未
来
の
市
民
の
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う

な
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１８
日
㈬
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
テ
ー
マ
　
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
開

く
未
来
～
リ
ニ
ア
と
地
方
創
生
～

□
講
師
　
大
石
久
和
氏
（
一
般
財

団
法
人
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

国
土
政
策
研
究
所
長
）

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
（
内

線
２
４
４
）

　
１１
月
９
日
㈪
か
ら
１５
日
㈰
ま
で

の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
寒
さ
が
日
に
日
に
増
し
冬
に
近

づ
く
こ
の
時
季
は
、
空
気
が
非
常

に
乾
燥
し
ま
す
。
ま
た
火
を
使
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
例
年

こ
の
時
季
に
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
市
内
で
は
、
家

の
周
囲
や
田
畑
の
刈
草
・
枝
葉
の

焼
却
か
ら
火
災
に
至
る
事
例
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
前
記
の
焼

却
を
す
る
場
合
は
、
消
火
の
準
備

を
行
い
、
風
が
無
い
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
大

　
市
内
全
域
で
、
繁
殖
力
・
再

生
力
の
高
い
ア
レ
チ
ウ
リ
が
繁

茂
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
チ
ウ
リ

は
生
育
が
早
く
、
つ
る
で
覆
う

よ
う
に
成
長
し
て
い
く
た
め
、

他
の
植
物
を
枯
ら
し
て
し
ま
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
年
草
の

植
物
な
の
で
冬
に
は
枯
れ
ま
す

が
、
つ
る
は
丈
夫
な
た
め
枯
れ

て
も
絡
み
合
っ
た
ま
ま
残
り
ま

す
。
ま
た
１
株
５
０
０
個
以
上

の
種
を
付
け
、
地
面
に
落
ち
た

種
が
冬
を
越
す
と
、翌
年
、翌
々

年
に
発
芽
し
繁
殖
を
繰
り
返
し

ま
す
（
発
芽
率
７
割
）。
翌
年

以
降
の
発
芽
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
発
見
し
た
際
に
は
、
駆
除

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
駆
除
方
法
】　

　
抜
き
取
り
が
一
番
効
果
的
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
の

敷
地
内
で
発
見
し
た
場
合
は
、

根
か
ら
引
き
抜
き
、
飛
散
さ
せ

な
い
よ
う
、
そ
の
場
で
２
か
ら

３
日
放
置
し
枯
死
さ
せ
た
後
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て

可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

【
注
意
】　

　
特
定
外
来
生
物
（
植
物
）
は
、

外
来
生
物
法
に
よ
り
、
生
き
た

ま
ま
の
状
態
で
運
搬
す
る
こ
と

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
５
）

切
な
命
や
財
産
が
救
わ
れ
た
事
例

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
場
合
は
、
１

日
も
早
く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０
１

１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３
―
０

１
１
９
、
明
智
消
防
署
志
５
５
―

０
１
１
９
、
上
矢
作
分
署
志
４
７

―
０
１
１
９

　
県
看
護
協
会
恵
那
支
部
で
は
、

認
知
症
高
齢
者
や
家
族
の
尊
厳
を

保
ち
つ
つ
、
不
安
や
戸
惑
い
を
理

解
し
、
適
切
な
看
護
で
安
心
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
学
ぶ
た
め
「
認
知
症
看

護
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
５
日
㈯
午
後
１
時

半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
民
病
院
多

目
的
ホ
ー
ル

□
講
師
　
長
谷
川
嘉
哉
氏
（
土
岐

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

□
料
金
　
無
料

　
　
中
津
川
市
民
病
院
志
０
５
７

３
―
６
６
―
１
２
５
１
（
内
線
４

３
９
４
）

特
定
外
来
生
物
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に

協
力
を

　国勢調査に協力いただき、あ
りがとうございました。皆さん
の協力により、オンライン調査
と調査票の配布・回収が無事終
わりました。
　今回の調査で得られた結果
は、福祉政策や雇用対策、防災対策、生活環境
の整備など各種行政の基礎資料として利用され
ます。 また法定人口として、地方交付税交付
額の算定基準や都市計画の策定、衆議院小選挙
区の画定などにも用いられます。
　集計の結果が出ましたら、本紙などでお知ら
せします。
　　国勢調査恵那市実施本部（総合政策課内）

（内線４２０）

行
財
政
改
革
審
議
会
の
委

員

地
域
生
活
支
援
拠
点
で
外

出
の
機
会
を
提
供

募
集

認
知
症
看
護
に
つ
い
て
の

講
演
会

全
国
一
斉

　
秋
の
火
災
予

防
運
動
を
実
施

山
岡
診
療
所
の
診
療
時
間

を
延
長

１０
年
先
を
見
据
え
た
リ
ニ

ア
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

市
の
職
員

▲気軽に集える「ぷらっと」

　ジュディ・オング

　　玉

「銀
ぎん

閣
かく

瑞
るい

雪
せつ

」

秋季特別企画展

後期１１/７㈯～１２/６㈰

木版画家ジュディ ･ オング　玉さんの迫力ある作品
と、歌川広重が江戸市中と近郊を描いた臨場感あふれ
る《名所江戸百景》を併せてご覧になれます。
１２月６日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

「ジュディ・オング倩玉　木版画展

　美の架け橋　広重・江戸百景との競演」

ⓒHEEMORY/STEPeast

問

せいぎょく

▲アレチウリの葉

▲生い茂ったアレチウリ

国勢調査　ただいま集計中

問

問

問

問

問

申
・

問

申
・

問 問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　
13 122015.11.1 広報えな


